






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  （中屋） 
  ムン 
  シィーヤー 
（炊事小屋） 
ニワトリ小屋 便所 
　　高倉 
（ある家と 
ない家がある） 
ヤギ 
小屋 
肥溜 
堆肥小屋 
ブタ 
小屋 
ガジュマルなど 
み
か
ん
の
木 
馬
小
屋 
花良治蜜柑の
接木　昭11. 3
阿傳［3-33］
図　当時の阿伝における
平均的農家の家屋の配置
（原図・拵嘉一郎）
①Plate 21の農家の屋敷配置図で示したように、屋敷内には納屋、ウマ小屋、ブタ小屋、ニワトリ
小屋、ヤギ小屋など付属舎が多かった。高倉もその一つで穀物や砂糖、また諸道具を保管しておく機
能を持っていた。Plate 3の④や⑤で示した砂糖をしぼる歯車やその枠なども、ここにしまっておい
た。
②ハークルマーという。
③水が涸れる時期をみて、井戸がえを行っていた。
Plate 22
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高倉　六ツ股 mutsumata （六本柱）
阿傳　福元常有氏宅［6-18］
高倉
①春から秋はPlate 5で示したような服装になるが、冬になると和服の下にズボンを着けたり上に
羽織を着たりした。
②竹は子供の遊具として様々に利用された。竹トンボ、水鉄砲、小鳥の籠、釣り竿など。
④はだしは当時はあたりまえの時代だった（Plate 16、17、19、24の写真c、d）。子供たちはよく
足の生づめをはがした。尋常高等小学校になると、阿伝から早町まではだしで歩いて通ったが、その
途中で生づめをはがすことも多かったし、またサッカーのようなボールけりの遊びの折も、足のつめ
を痛めた。これはシャリンバイという木を丸く削ってつくった固いボールを使っていたため、つめを
ひどく痛めることがあった。ある古老によれば「小便かけて放っとくだけです。自然になおりよった」。
Plate 23
景観の時系列的研究30
竹馬に乗る子供（竹馬の事をサンギ
といふ）（於阿傳） 昭11. 4［3-43］
竹馬にのる男の子
Plate 24
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⑤上の写真は3月3日のサンガンニチという行事で、ウムムッチーというもちをつく光景だが、こ
こではそこに写っているシナイという竹かごに焦点をあてた形で写真を整理してPlateを構成してみ
た。aの説明文は「荒篭（aradira）造り　於蒲生村　昭11. 4」［3-39］。中央にシナイが写っている。
bは「買物（湾）にて」［5-9］。cは「店」［5-18］。いずれもこのかごが写っている。ほかに「藷掘り」
と記された［3-36］（本稿には掲載せず）をはじめ、このかごはこの喜界島の写真群に散見する。
写真によく登場するシナイという竹かご
写真a 写真b
写真c
その方はこの写真を見て「この写真を写した時の
ことは覚えています。岩倉さんがカメラ持って歩き
よったら子供たちが寄ってくる。それをよく写して
くれよったんです」。続けてこう話された。「私が小
学校3年生の時、岩倉さんが小学校に来て昔話をし
てくれた。その頃島にオールバックの髪の人やらあ
まりおらん。白　でロイドメガネかけておとなしい
人でした。その人が『昔話をするから聞きなさい』
と言って『猿の尻はなんで赤くなったか』という話
をしてくれた。なんで赤くなったかは忘れてしもう
たけど（笑）」。
「朝行ったら夕方まで帰らない」という浜は、ま
た別の古老によると、「今ふりかえったら私たちが
子供の頃のまさに揺籃の場所でした」ということに
なる。遊びにおいても、家の仕事の手伝いにおいて
も、むらの諸行事においても、子供たちはこの浜で
多くの体験を刻まれ、いろいろなことをおぼえて成
長していったはずである。岩倉市郎の写した浜が写
っている数十葉の写真を見るだけで、そのことは容
易に理解できる。
シャッフルする写真
そして前述した2006年度の班の報告書で示した
シミュレーションでひろった諸概念にもとづいて、
各々に被写体のその向こうの世界を探っていくこと
は、この写真群を使って行い得る作業のひとつのよ
うに思える。
Plate 24は、3月3日の行事のひとこまであるが、
たとえばここで使われている竹カゴひとつを軸とし
て写真を集成すれば、ここで示したような整理票に
景観の時系列的研究32
なろうし、3月3日の行事をテーマにすれば、また
別のデータの載った整理票にもなり得よう。たとえ
ばそうしたシャッフルをくりかえしていくことで、
この写真資料から情報を引き出す可能性はいまひと
つ前進するように思う。
現在日本常民文化研究所にある喜界島の写真が、
岩倉市郎が写したすべての喜界島の写真ではないの
かもしれないのだが、しかしこれらを見る限りにお
いても、生活文化を探る上でのポイントはさまざま
に指摘できるように思う。
まず確実な傾向として言える事は、岩倉の住んで
いた阿伝のむらの写真の比重が高いこと。前述した
ようにすべての写真の場所の特定がまだ終わってい
ないため、ここでその比率を数であらわすことは避
けておくが、阿伝については、1月、3月、6月、8
月の行事のありさま、むらの道普請のようす、春か
ら秋にかけての農作業、冬場の砂糖小屋の様子、葬
儀や墓地、一周忌のありかた、馬の働く姿、殺され
るブタやヤギなどの家畜と暮らし（ニワトリのみは
写されていない）、むらの景観など、その目くばり
はきわめてきめこまやかである。
また運ばれてゆく諸物資、往き来する様々な人、
いわゆる交通交易面の事象をできるだけフィルムに
写し記録していこうとしていた岩倉の姿勢も強く伝
わってくる。
この写真の追跡調査の作業にはそうした分析もと
もなわなければならないだろうが、本稿はそのほん
のとば口に立っての瞥見の覚え書きとしてひとまず
筆をおきたい。
（かつき・よういちろう）
